
   

＜第⼀部＞設⽴総会 
・開会 

・経過報告 

・会則の承認   [議事－１] 

・運営委員の選任 [議事－２] 

・運営委員会の開催（会長・副会長選任） 

・会長、副会長あいさつ 

・閉会 

＜第二部＞まちづくり協議会 
・活動内容と当面のスケジュール 

・まちの現状とアンケート結果の報告 

・意見交換 

・事務連絡 

・閉会 

当日の次第 

 

長崎１・２・３丁目地区は、

これまで町会の会合や長崎神社

でのお祭り、区民ひろば長崎の

運営など様々な面で協力し合

い、長崎１丁目、２丁目、３丁目

の広い塊としての認識が他の地

区よりもあると感じています。 

まちづくりには、長い長い時間がかかり、代々

受け継がれ、修正していきながら進めていくもの

だと思います。住みやすいまちづくりに向けて、

大変なことですが皆さんとともに知恵を出し合い

頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

● 活動内容 

《まちづくりに必要な学習、調査・研究、企画⽴案》 
・定期的な協議会の開催、ワークショップによる話し合い 
・まち歩きの実施 
・まちづくりの事例見学 など 

《まちづくり計画案の作成、区⻑及び関係機関への提⾔》 
・まちづくり計画の策定 など 

《地域のまちづくりに関する広報及び普及・啓発活動》 
・広報誌（まちづくりニュース）の発行 
・地域の魅力づくり、まちづくり周知のためのイベントの実施 など 

《まちづくり計画の実現に向けた活動》 
・まちづくりのルールの検討 
・商店街の活性化 
・部会を設け、専門的な検討 など 

● 会員の構成 

長崎１・２・３丁目に 

①お住まいの人、②働くもしくは学ぶ人、③事業者（公益的活動団体を含む）、④土地・建物

を所有する人で、町会・商店会から推薦された人と公募した人で構成されます。 

● 協議会の傍聴 

関係住民および関係者は、会議を傍聴することができますので、事務局（豊島区都市整備部地

域まちづくり課）までご連絡ください。 

● 協議会の開催予定と検討テーマ 

発  行： 長崎 1・2・3 丁目地区まちづくり協議会 

問合せ先： 豊島区都市整備部地域まちづくり課（事務局） 03-3981-3449（直通） 

編集協力： 株式会社地域計画連合 

 

去る９月２６日に、区民ひろば長崎において設立総会・第１回協議会が開催され、長崎１・

２・３丁目地区まちづくり協議会が町会・商店会からの推薦２８名、公募２６名の合計５４名

で発足しました。 

第１部の設立総会では、当日出席の会員３４名により、会の目的や活動内容などの会則を確

認し、協議会の会長・副会長及び運営委員の選任を行いました。第２部の第１回協議会では、活

動内容とスケジュールやまちの現状、７月に実施したアンケートの結果報告を行った後、意見

交換を行いました。 

長崎１・２・３丁目地区まちづくり協議会では、長崎一・二・三丁目地区の防災性及び

総合的な生活環境の向上と地域の活性化を目指して、今後、地区の将来像やイメージプラ

ン（計画）づくり、将来像を実現していくための事業や新たな支援策の検討、協議会ニュ

ースによる地域への活動の発信などの取組みを行ってまいります。 
平成 29 年 11 月発⾏

発⾏：⻑崎 1・2・3 丁目地区まちづくり協議会
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平成29年度 平成30年度

9月

●協議会①

設⽴総会
[9月26日]

●協議会③

地域の商店街
の活性化・魅⼒
づくり

●協議会②

居住環境の向上
と防災まちづくり
[11月14日]

●協議会④

椎名町駅北⼝
周辺のまちづくり

●協議会

まちづくり方針
(提言書)の
まとめ

まちづくり方針
（提言書）の
区⻑提言

年度内に４回程度開催予定

第⼀部：設⽴総会
（会⻑・副会⻑の選任）

【会長】 

・足立憲昭 氏 
（３丁目町会長）

【副会長】 

・蕪木文昭 氏 
（１丁目町会長）

・田島健二 氏 
（２丁目町会長）

・樋口冨士雄 氏 
（２丁目副会長）

会 ⻑ 、 副 会 ⻑ が 決 ま り ま し た

会 ⻑ か ら の あ い さ つ

⾜⽴会⻑

 ＜ 第 二 部 ＞ ま ち づ く り 協 議 会 の 様 子  

アンケート結果→
の説明

←テーブル別の
意⾒交換



 
 
アンケート調査の結果報告（主な結果の抜粋） 

平成 29 年 7 月に実施しました、長崎１・２・３丁目地区まちづくりアンケート調査についてご報告いたします。紙面の都合上、一部抜粋となってしまいますことをご了承ください。 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました！ 

■回答者の属性 

年代や丁目については、若い方から高

齢の方まで、１丁目から３丁目まで、ま

んべんなく回答をいただきました。地区

に30年以上暮らしている方が多いと同

時に 5 年未満の最近住み始めた方も多

く、古くからの方、新しい方が混在して

いる状況がうかがえます。地区内の居住

者だけでなく、お店を経営している方か

らも回答をいただきました。 

■暮らしやすさの評価 

通勤・通学利便性や商店街での買い物

利便性については、満足と回答した方が

多くなっています。 

街並みや景観、最寄駅や商店街の賑わ

いについては、不満と回答した方が多く

なっています 

近所づきあいやふれあい、騒音・振動、

ゴミ捨て等のルールマナーについては、

満足と不満が拮抗している状況です。 

■防災上の課題解決のために必要な取り組み 

「幅員６ｍ程度の道路の拡幅整備」や「建物の不燃化」、

「４ｍ未満道路の拡幅整備」などが多くなっています。 

配布数：5,379 件 回収数：330 件（うち、ネット回答 8 件） 回収率：6.1％ 

居住年数または営業年数 

 

当地区との関わり 

■身近な居住環境の向上に必要な取り組み 

「身近な商店街の整備・活性化」や「高齢者等の助け

合う体制づくり」、「ゴミ等の身近な生活ルール」が多く

なっています。 
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４ｍ未満の道路の拡幅整備 

 

消防車や救急車がよりスムーズに通行で

きるような幅員６ｍ程度道路の拡幅整備 
 
地区内から幹線道路（補助 172 号線など） 

への安全な避難路の整備 
 

行き止まりの解消による 

安全な避難路の整備 
 

個々の建物の不燃化 

（燃えにくいまちにする） 
 

住宅の密集の解消（建て詰まりの防止） 

 

建替え困難な敷地に対する 

共同・協調建替え等の検討 

 

消火栓や防火水槽などの消防水利の設置 

 

防災資機材の設置や防災訓練の充実 

 

その他 
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住宅周囲の生け垣や庭の緑化

身近な商店街などの整備・活性化

お祭りやイベント開催等を通じた、町会・商店

街活動の活性化

子育てをサポートするための施設整備や見守

りなどの環境の整備

ゴミの捨て方など身近な生活のルールの遵守

高齢者や体の弱い人を互いに助け合う体制づ

くり

その他
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商店街での買い物利便性

最寄駅や商店街の賑わい

通勤・通学利便性

街並みや景観

近所づきあいやふれあい

騒音・振動、ゴミ捨て等のルールマナー

無回答 満足 やや満足 普通 やや不満 不満

（複数回答） （複数回答）

■良く行く場所、良く使う道 

よく行く場所については、サミットストア、生鮮市場、椎名町駅、マツモトキヨシ、長崎公園が多くなって

います。良く使う道については、サンロードの通りが最も多く、次いで駅前サミット通りから長崎小学校への

通り、すずらん通りが多くなっています。 
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（丁目別件数） （全体件数）

※回答をカテゴリ別に

分類し、一定数の回答

があったものをピッ

クアップしています。

住宅周囲の生け垣や庭の緑化 

 

 

身近な商店街などの整備・活性化 

 

 

お祭りやイベント開催等を通じた、 

町会・商店街活動の活性化 

 

子育てをサポートするための施設整備や 

見守りなどの環境の整備 

 

ゴミの捨て方など身近な生活のルールの遵守 

 

 

高齢者や体の弱い人を互いに助け合う 

体制づくり 

 

その他 

■将来どのようなまちになってほしいか 

全体では、「災害に強いまち」が多くを占め、次いで「みどりの充実や保全」、「歩きやすい、安全に通

行できる」、「ファミリー（子育て）世代がくらしやすい」という意見が多くなっています。 

町丁目別に見ると、長崎１丁目では「災害に強いまち」や「歩きやすい、安全に通行できる」、長崎２

丁目では「災害に強いまち」や「ファミリー（子育て）世代が暮らしやすい」、長崎３丁目では「みどり

の保全や充実」や「災害に強いまち」、「防犯の向上」といった意見が多くなっています。 
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